
 1   2   ( ) 

  

  貸 借 対 照 表 

×7 月31 ( 千円)

資 産 金  額 債・純資産 金  額 

金 預 金 支 払 手    2

受 取 手  １ 金 10 

金 ２ 112 期 借 金 11 

  1 1 そ の 債   202, 20

払 用  2 繰 延 金 債 12 2

繰 延 金 資 産  貸 引 当 金 13 

 資 本 金 1

 ６ 2 資 本 金 

の れ ん  利 益 金 12

  2 支  1

1 1

  損 益 計   

×6 月１  ×7 月31  ( 千円)

用 金  額 益 金  額 

価 1   20 1 2

び一 理  受 取 当 金 21 

貸 引 当 金 繰  1  2 による 資利益 22 2

減 価  1 固 定 資 産 益 23 12

の れ ん 額 16 そ の 益 12,8 0

支 払 利 息 17 1 等 額 2  

手 損 18 

、 び  1 2

支 に する当期純利益 1  21 11

会 に する当期純利益 1

1 1 2 1 1 2

資本等変動計  

×6 月１   ×7 月31  ( 千円) 
  資 本 

支  
資 本 金 資本 金 利益 金 

当期  2  1 3 ,000 27 21 1  2  11

当期変動額 

金の 当 28 

会 に する当期純利益 1

支 との取引に係る
会 の 変動 

26 1

資本以 の 目 
30  1

の当期変動額(純額) 

当期変動額合計 1 1 1  1

当期  1 12  1

１ に １  合計2

(以下、仕訳の 千円)

を く

本問では、 の 、 に対する の処理と、 に対する の処理が問 れています。

の 利益の はで な ても にする 要はありません。

し し、本 では まで たことのない が れることがよ あります。ここはまず しに

してで る ら に をとるよ にしまし 。

会 の 加取 の処理については、 の会計 の 正により処理方 が変 ています。

会 の一 の処理と合 せて、テ ス を 認してし りお てお まし 。

 の に する を 成する

× . .31 ×6. .31 当期 ×7. .31 

70％

資 本 金 13 ,000 13 ,000 13 ,000

利 益 金 86, 00
13, 00＊

131, 00
10,800＊

167, 00

評 価 差 額 3,600 3,600 3,600

合 計 22 ,000 270,000 306,000

    1 7, 00 ＊１

 資 額 162,000 

の れ ん , 00 ＊２ 0 ＊ ,0 0  0 ＊ 3,600

＊１ 22 ,000千円×70％＝1 7, 00千円   ＊ (131, 00千円－86, 00千円)×30％＝13, 00千円 

＊２ 162,000千円－1 7, 00千円＝ , 00千円 ＊  (167, 00千円－131, 00千円)×30％＝10,800千円 

＊  , 00千円 10 ＝ 0千円

に 会 ( )の を時価に評価 する

( ) 6,000 ( 繰 延 金 債 ) 2, 00 ＊１

( 評 価 差 額 ) 3,600 ＊２

＊１ 6,000千円× 0％＝2, 00千円 ＊２ 6,000千円－2, 00千円＝3,600千円 

仕訳を る

１． 仕訳

( 資 本 金 当 期 ) 13 ,000 ( ) 162,000 

( 利益 金当期 ) 100,3 0 ＊１ ( 支 当期 ) 81,000 ＊２

( 評 価 差 額 ) 3,600

( の れ ん ) ,0 0

＊１ 86, 00千円 13, 00千円 0千円＝100,3 0千円 

＊２ 270,000千円×30％＝81,000千円 

２． 利 の 支 の

( 支 に する当期純利益 ) 1 , 00 ( 支 当期変動額 ) 1 , 00 ＊ 

   ＊ 8,000千円×30％＝1 , 00千円 

３．の の

( の れ ん 額 ) 0 ( の れ ん ) 0 ＊ 

   ＊ , 00千円 10 ＝ 0千円 
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 1  ２   (会計 ) 

１  

  

１ 価  ２ 対  

 利       

 １ に １  合計５

2
 

利益計  ( 千円)

当期純利益 100,000

その の 利益

その 価 評価差額金 ( １   )

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ( ２   12 )

換 勘 定 (    )

( に る ) (   1 2 )

用会 に対する 当額 (    )

その の 利益合計 ( 2 )

利 益 ( 1 2 )

( 訳) 

会 に係る 利益 ( ６ 2 1 )

支 に係る 利益 (  12 )

  貸 借 対 照 表 ( 千円)

債 の

 固定 債

に係る 債 (   1 )

純 資 産 の

 その の 利益 計額 

その 価 評価差額金 (    )

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ( 12 )

換 勘 定 ( 10   )

( に る 計 ) ( 11 1 2 )

その の 利益 計額合計 ( )

支 ( 12   )

 １ に １  合計1

(以下、仕訳の 千円)

を く

本問では、その の 利益の 目に する一 の処理が問 れています。 用会 に対する

当額( Ｓ表 を )ははじめて たとい 方も いと います。ここはで な ても にす

る 要はありません。

 の処理を行

１． 会 の

 会 の

 会 の損益計  

益、 用 び当期純利益は、 として、期 で換 します。

 会 の貸借対照表 

資産・ 債は で換 し、資本金は支 時の で換 します。利益 金は以

下のよ に換 し、貸借対照表の差額が 換 勘定となります。

支 時利益 金 支 時の  

金の 当 当時の

当期純利益 期  

そのため、 会 の資本合計を で換 した額と、換 の資本金 び利益 金合計

との差額が 換 勘定となります。 

Step

Step
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2  
  

利益計  ( 千円)

100,000当期純利益 

その の 利益 

１  )

２  )

その 価 評価差額金

 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

換 勘 定

( 

( 

 (   )

( に る ) (   )

  

12

1 2

)用会 に対する 当額 ( 

その の 利益合計  ( 2 )

1 2 )利 益  ( 

( 訳) 

( ６  2 1 ) 会 に係る 利益

 支 に係る 利益 (  12 )

  貸 借 対 照 表  ( 千円)

債 の  

 固定 債 

に係る 債  (   1 )

純 資 産 の  

 その の 利益 計額 

  )

)

その 価 評価差額金

 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

換 勘 定

(

(

 ( 10  )

( に る 計 ) ( 11  

12

1 2 )

( )その の 利益 計額合計 

 支  ( 12  )

１ に １ 合計1  



３  

  

１ ヘッジ会計を 用しない場合     ( 千円) 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

 支 払 利   金    

 金  受 取 利 息    

 金 利 ス ワ ッ プ  2 1 金利スワップ  2 1   

２ ヘッジ会計を 用した場合     ( 千円) 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

 支 払 利   金    

 金  支 払 利 息    

 金 利 ス ワ ッ プ  2 1 ヘ ッ ジ  2 1   

３ 金利スワップの特例処理を 用した場合     ( 千円) 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

 支 払 利   金    

 金  支 払 利 息    

 仕 訳 し   

１ に ２

１ に １  合計1

( 支 払 利 息 ) 630 ＊ ( 当 座 預 金 ) 630 

   ＊ 100,000千円×1.26％×
６カ月

12カ月
＝630千円 

２．Ｓ銀行との金利スワップ契約にもとづく受払いの仕訳(平成×５年12月末) 

Ｓ銀行との間では、固定金利支払い・変動金利受取りの契約にもとづいて生じた差額の受取り（または

支払い）の仕訳を行います。 

( 当 座 預 金 ) 70 ( 受 取 利 息＊２ ) 70 ＊１

＊１ 100,000千円×（1.26％－1.12％）×
６カ月

12カ月
＝70千円 

＊２ 貸方科目は支払利息勘定を用いる場合もあります。 

３．金利スワップの時価評価の仕訳(平成×５年12月末) 

金利スワップはデリバティブ取引なので、金利スワップ取引により生じる正味の債権および債務は、時

価を貸借対照表価額とし、評価差額は当期の損益とします。

( 金 利 ス ワ ッ プ 資 産 ) 281 ( 金 利スワッ プ差損 益 ) 281

ヘッジ会計を適用した場合

１．Ｎ銀行に対する金利の支払いの仕訳(平成×５年12月末) 

( 支 払 利 息 ) 630 ( 当 座 預 金 ) 630 

２．Ｓ銀行との金利スワップ契約にもとづく受払いの仕訳(平成×５年12月末) 

( 当 座 預 金 ) 70 ( 支 払 利 息＊ ) 70 

   ＊ ヘッジの効果を表すため、支払利息勘定を用います。 

３．金利スワップの時価評価の仕訳(平成×５年12月末) 

金利スワップ（ヘッジ手段）に係る評価差額を繰り延べます。

( 金 利 ス ワ ッ プ 資 産 ) 281 ( 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ) 281

金利スワップの特例処理を適用する場合

以下の一定の条件を満たす金利スワップ取引については、金利スワップを時価評価せず、その金銭の受

払いの純額等(本問では70千円)を利息(本問では支払利息)に加減して処理する特例処理が認められていま

す。 

一定の条件とは、金利スワップがヘッジ会計の要件を満たしており、金利受払条件を変換することが目

的であり、想定元本や利息等の受払条件がヘッジ対象とほぼ同一であることです。 

１．Ｎ銀行に対する金利の支払いの仕訳(平成×５年12月末) 

( 支 払 利 息 ) 630 ( 当 座 預 金 ) 630 

２．Ｓ銀行との金利スワップ契約にもとづく受払いの仕訳(平成×５年12月末) 

( 当 座 預 金 ) 70 ( 支 払 利 息＊ ) 70 

   ＊ ヘッジの効果を表すため、支払利息勘定を用います。 

３．金利スワップの時価評価の仕訳

金利スワップの特例処理による場合、時価評価を行いません。
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